

【成人移行期支援研修（2日間対面）のお知らせ】
日本小児看護学会 診療報酬検討委員会/教育委員会
2026年８月吉日

医療の進歩により、小児期発症慢性疾患をもつ子どもの多くが成人期を迎えるようになってきた一方で、小児医療から成人医療への移行体制は十分に整備されておらず、診療体制や患者・家族への支援、医療者教育など、多くの課題が残されています。
令和８年度の診療報酬改定では、成人移行期の支援に関する報酬(難病外来指導管理料)が認められるなど、成人移行期支援は医療政策上も重要な課題となっています。そこで移行支援を担う看護師が体系的に学ぶ教育の機会として、診療報酬検討委員会と教育委員会の合同研修と企画しました。昨年の研修に引き続き本年度はより実践的な対面研修「成人移行期支援研修」を開催致します。
本研修では、成人移行期支援に必要な知識と実践力を体系的に修得することを目的として、講義と演習（グループワーク）を組み合わせたプログラムを実施します。受講者の皆様が自施設において成人移行期支援を実践・推進し、その体制整備に主体的な役割を果たすことのできる研修を目指します。研修修了者には、日本小児看護学会「成人移行期支援研修」修了者として修了証を発行します。
皆様のご参加をお待ちしています。

参加対象
次の①～③のすべてを満たす方
1 日本小児看護学会会員であること（令和8年4月1日時点）
2 現在、臨床現場において小児看護または成人移行期支援に携わっている看護師であること
3 2日間の研修プログラムの全日程に参加できること

募集人数：約50名
申込者数が募集人数を上回った場合は、地域や所属施設のバランス、成人移行期支援への取り組み状況等を考慮し、総合的に選考します。選考の結果、ご参加いただけない場合がありますので、あらかじめご了承ください

開催概要
1 日時：令和8年11月28日（土）・29日（日）（2日間）
2 開催方法：集合研修（現地のみ）　
3 場所　　：AP新橋貸会議室

受講費　　会員のみ　5,000円

申し込み方法
1 学会ホームページまたは下記URL/ QRコードよりお申し込みください
2 申し込み期限：2026年9月28日（月）
3 10月初旬には選考結果をメールで通知します。受講者の方は、Peatixを用いて改めて登録してください。

＊申し込みが50名に達し次第、受付を終了させていただきます。
＊選考結果は登録されたメールアドレスにお送りします。その際に受講の詳細と参加費のお支払いについてご案内致します。

申し込みはこちらのURLまたはQRコードから　　

　　　　　　　[image: ]https://ur1.jp/u/CR9eya8B/

お問い合わせ先（事務局）　診療報酬委員会


remuneration@jschn.or.jp
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